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要　旨

シーケンサシステムを使用する生産設備の高性能化・大

規模化，制御データ・生産管理データの多様化に伴って，

“設計”“試験・立ち上げ”“運用・保守”すべてのフェー

ズにおけるエンジニアリングコストが増大している。この

課題を解決するために，“iQ Platform”対応のシーケンサ

エンジニアリングソフトウェア“MELSOFT GX Works2”

を製品化した。MELSOFT GX Works2は，進化したUI

（User Interface）による更なる操作性向上とプログラムの

部品化・階層化によるプログラムの可読性・再利用性向上

によって，“快適操作”と“簡単プログラミング”を提供し，

顧客のシーケンサエンジニアリングコストを削減するため

の製品である。MELSOFT GX Works2は，シーケンサ設

計・保守ソフトウェア“GX Developer2”，シーケンスプロ

グラムオフラインデバッグソフトウェア“GX Simulator2”，

インテリジェント機能ユニット設定ソフトウェア“GX

Configurator2”の三つのソフトウェアを統合した製品であ

り，従来製品であるGX Developerで作成した資産がその

まま活用できる。

このような特長を持つMELSOFT GX Works2の開発で

は，シーケンスプログラム開発工数の削減という課題に対

して，ソフトウェアアーキテクチャの改善，及びファンク

ションブロックの活用を促進するための技術開発を行った。

また，初心者にもわかりやすいソフトウェアの実現という

課題に対しては，UI設計ガイドラインの整備，運用を実

施した。

本稿では，MELSOFT GX Works2の特長及びこの製品

の実現に際しての技術について述べる。

対応コントローラ

シーケンサ

モーションコントローラ  GOT

GOT：Graphic Operation Terminal
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三菱iQ Platform対応シーケンサエンジニアリングソフトウェア MELSOFT GX Works2は，シーケンサの設計・保守業務の生産性を向上
させるツールであり，システム管理ソフトウェア MELSOFT Navigator，モーションコントローラエンジニアリングソフトウェア
MELSOFT MT Works2，及び表示器画面作成ソフトウェア MELSOFT GT Works3とともに，FA統合エンジニアリングソフトウェア
MELSOFT iQ Works を構成している。

シーケンサエンジニアリングソフトウェア“MELSOFT GX Works2”
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1．ま え が き

シーケンサシステムを使用する生産設備の高性能化・大

規模化，制御データ・生産管理データの多様化に伴って，

“設計”“試験・立ち上げ”“運用・保守”すべてのフェーズに

おけるエンジニアリングコストが増大している。

MELSOFT GX Works2（以下“GX Works2”という。）は，

進化したUIによる更なる操作性向上と，プログラムの部

品化・階層化によるプログラムの可読性・再利用性向上に

よって，顧客のシーケンサエンジニアリングコストを削減

するための製品である。“設計効率を向上させたい”“デバ

ッグ時間を削減したい”“ダウンタイムを短縮したい”“大切

なデータを守りたい”，といったエンジニアリングコスト

削減に向けた顧客の声に対して，GX Works2は“快適操作”

と“簡単プログラミング”を提供する。本稿ではその製品の

特長と製品実現のための技術について述べる。

2．製品の特長

2. 1 快 適 操 作

GX Works2は，“Easy To Use”を実現するシーケンサ

エンジニアリング環境として，従来製品であるGX Devel-

operの操作性を継承しながら，更に快適に使いやすく進

化したUIを提供する（図１）。

盧 プロジェクトツリー（図１①）

プログラムを実行種別ごとに分類し，プロジェクトの構

成をわかりやすく表示する機能を提供する。また，プロジ

ェクトツリーのインテリジェント機能ユニット一覧表示か

らは，ユニットパラメータの設定を簡単に行うこともできる。

盪 タブ表示（図１②）

複数のプログラム／パラメータ編集ウインドウを開いて

いても，タイトルを表示したタブを選択するだけで，素早

くウインドウの切替えができる。

蘯 ドッキングウインドウ

プログラム／パラメータ編集ウインドウをメインフレー

ムから切り離して広い画面で使うことができ，快適なプロ

グラム編集とパラメータ設定を可能にする。

2. 2 簡単プログラミング

また，GX Works2では，ラダープログラムをより早く

正確に作成するための進化した操作性を提供する。

盧 命令・ラベル候補（図２①）

入力されている位置や文字に合わせて，入力可能な命令

やラベル名の候補を表示する。これによってユーザーは，

使用可能な命令やラベル名を覚えていなくても，表示され

た候補の中から選択することで，素早くプログラムを入力

することができる。

盪 命令・ラベルの説明（図２②）

ユーザーが入力した命令やラベルに連動して，それらの

説明をリアルタイムに表示する。これによってユーザーは，

スムーズなプログラミングが可能になる。

蘯 回路ブロックの表示／非表示（図３）

回路ブロックを一行に折りたたんで表示できる。大きな

ラダープログラムでも見たい部分だけを表示することで，

可読性が飛躍的に向上する。

インテリジェント機能ユニットパラ
メータを一括管理

“タブ”によるプログラム／パラメータ
  編集画面の簡単な切替え操作

各プログラムの実行タイプを一覧で
表示

簡単操作で“クロスリファレンス”情報
を一覧表示

回路ブロックの“折りたたみ表示”で，
操作性・可読性を向上

“ウォッチウィンドウ”に必要なデバイス／
  ラベルだけを登録し，効率よくモニタ

“インラインST”機能によって，ラダーの
  中で簡単に数式を記述

①
②
③

ST：Structured Text

図１．GX Works2のユーザーインタフェース

折りたたむときは，右クリック
メニューから“回路ブロック非表示”
を選択

折りたたみを解除するときは，
右クリックメニューから
“回路ブロック表示”を選択

図３．回路ブロックの表示／非表示

① ②
入力候補を
自動表示

入力候補
の説明

引数の
種類の説明

ラベルの説明

図２．簡単プログラミングの例
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2. 3 設計効率向上のために

盧 部品化・階層化（図４）

処理内容，制御内容，機能ごとにプログラムをコンパク

トに設計（部品化）し，入れ子に（階層化）して管理できる。

これによってシステム全体の理解・検証が容易になり，設

計効率の向上に寄与する。

盪 MELSOFT FBライブラリ集

当社及び当社パートナー企業が提供するサンプルファン

クションブロック（FB）を，当社FA（Factory Automation）

機器製品に関する情報を提供するサイトMELFANS web（1）

からいつでも簡単にダウンロードし，使用できる。FBを

使うことによって，共通処理プログラムを作成する手間を

省くことができ，プログラム作成作業を効率化することが

できる。

蘯 インラインST（図１③）

ラダー内に計算式をテキストプログラムとして直接記述

することで，ラダーではプログラムしにくい数値演算や文

字列処理をより簡単にわかりやすく記述できる。

2. 4 大切なデータを守るために

盧 プロジェクトデータの履歴管理（図５）

プロジェクトデータの変更履歴を登録することで，簡単

にプロジェクトのバックアップを取ることができる。また，

急な仕様変更などでプロジェクトを過去の状態に戻したい

とき，プロジェクト履歴登録した当時の状態に簡単に復元

ができる。また，履歴と編集中のプロジェクトの照合によ

って，変更箇所を簡単に調べることができる。

盪 セキュリティ

プロジェクトを開くときにユーザー名とパスワードを必

要とするユーザー認証，プログラム部品へのアクセス時に

パスワードを必要とするブロックパスワード等のセキュリ

ティ設定を行うことで，プロジェクトデータへのアクセス

を制限し，不正使用・誤操作を防止することができる。こ

れによって，自社ソフトウェアのノウハウが詰まったプロ

グラム部品の社外への流出・盗用を防止することができる。
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図５．プロジェクトデータの履歴管理

プログラムファイル管理

この中は… この中は…

この中は…

この中は…

プログラム部品

イニシャル処理部 チェック処理
イニシャル処理

搬入処理

加工処理

搬出処理

故障データ格納処理

加工処理部

異常処理部

FB

FB

FB

FB

用途ごとに最適な
言語を選択可能

FBを入れ子状に
使用可能

図４．プログラムの部品化・階層化

復
元

※Administrator権限以外のユーザーによる
　履歴登録は，将来対応予定

急な仕様変更などでプロジェクトを過去の
状態に戻したいとき，プロジェクトを履歴
登録した当時の状態に復元することができる。

●履歴の復元

履歴と編集中のプロジェクト，又は別の
履歴を照合することで，プロジェクトの
変更箇所を簡単に調べることができる。

●履歴の照合

履歴管理から
簡単に復元

プロジェクトを
○月×日の状態に
戻したい

変更履歴を登録することで，簡単に
プロジェクトのバックアップを取る
ことができる。

不一致箇所
を選択

不一致箇所を表示

クリック

クリック

ダブルクリック

ダブルクリック

プログラム
ファイルの
一致／不一致
を一覧表示

不一致プログラムの
詳細な照合結果を表示

●プロジェクトの簡単バックアップ

誰が※，いつ，
何を，どう変更
したのかを表示

高い視認性

履歴登録時のプ
ロジェクト復元，
照合を簡単に実
行可能

簡単操作
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2. 5 必要な情報を迅速に

盧 システムモニタ（図６①）

シーケンサシステム全体の稼働状況をビジブルに表示する。

盪 ユニット詳細情報（図６③）

システム全体のモニタからユニットを選択するだけで，

問題が発生した各ユニットの状態，エラー内容，エラーに

対する処置方法を表示し，問題発生箇所を素早く診断可能

とした。

蘯 “CC－Link IE”コントローラネットワーク診断（図６④）

同様に，ネットワークユニットを選択することで，ネッ

トワーク全体の状況をビジブルに表示し，回線トラブルや

ユニットの異常を迅速に発見できる。

盻 ユニットエラー履歴収集（図６②）

ユニットのエラー履歴を時系列に閲覧できるとともに，

各エラー内容に対する処置を同時に表示するため，マニュ

アルレスでトラブルに対応できる。

パソコン診断

③ユニット詳細情報

②ユニットエラー履歴収集機能

各ユニットの稼働状況を
一目で確認可能

シーケンサシステム全体の稼働状況を
ビジブルに表示することで，問題発生
箇所をすばやく診断可能。また，シス
テム全体のモニタから各ユニットの診
断・詳細情報を表示することが可能

①システムモニタ

④CC－Link IEコントローラネットワーク診断

CPU及びインテリジェント機能ユニットの
エラー履歴を時系列で閲覧可能

（注）
対応CPU
　ユニバーサルモデルQCPU（シリアルナンバー上5桁が11043以降）
対応インテリジェント機能ユニット
　QJ61BT11N(シリアルナンバー上5桁が11042以降)
　QJ71LP21－25，QJ71LP21S－25，QJ71LP21G，QJ71BR11
　QJ71NT11B(シリアルナンバー上5桁が11042以降)
（その他のインテリジェント機能ユニットに関しても，順次対応予定）

CPUのエラー履歴をすばやく確認し，
異常発生にすばやく対応。また，リセ
ットやメモリのフォーマットのような，
シーケンサCPUのリモート操作も可能

シーケンサCPUの
リモート操作が可能

ユニットの状態，エラー内容，
エラーに対する処置方法を表示。
各ユニットの異常に対し迅速に
対応可能

ネットワーク全体の状況をビジブルに表示し，回線トラブル，
ユニットの異常を迅速に発見可能。また，ネットワークを
介して他局シーケンサのシステムモニタを起動可能

CPU：Central Processing Unit

断線，ケーブルの
さし間違いを一目
で確認可能

パラメータ設定ミス
やエラー停止中のよ
うな異常局を簡単に
確認可能

エラー内容と，処置を
表示するため，マニュ
アルレスでトラブルに
対応可能

図６．システムモニタと診断機能
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2. 6 別々であった製品を統合

GX Works2は，前身となる次の三つのソフトウェアを

統合した製品であり，従来製品であるGX Developerで作

成した資産がそのまま活用できる。

①GX Developer2：シーケンサ設計・保守ソフトウェア

②GX Simulator2：シーケンスプログラムオフラインデ

バッグソフトウェア

③GX Configurator2：インテリジェント機能ユニット

設定ソフトウェア

3．課題と解決策

２章で述べた特長を実現するために，GX Works2の開

発では次の二つの課題に対する技術開発を行った。

課題１：シーケンスプログラムの開発工数の削減

課題２：初心者にもわかりやすいソフトウェアの実現

3. 1 シーケンスプログラムの開発工数の削減

3. 1. 1 アーキテクチャ改善

シーケンスプログラムの開発工数の削減（課題１）に対す

る一つ目の解決策として，それぞれ独立したアプリケーシ

ョンとして開発してきたGX Developer2，GX Simulator2，

GX Configurator2を統合した一つのアプリケーションと

して利用できるようにするため，アプリケーションのソフ

トウェアアーキテクチャを見直し，各アプリケーションの

設定データを一つのデータベースで共有するようにした。

このアーキテクチャ改善によって，ユーザーによるデータ

の多重管理／多重設定を防ぎ，シーケンスプログラム開発

の工数削減を図った。データベース共有実現のため，ソフ

トウェア共通基盤層を開発し，それぞれのアプリケーショ

ンが共通のインタフェースを用いることができるソフトウ

ェア構造とした（図７）。

3. 1. 2 FBの活用

課題１に対する二つ目の解決策として，FBの開発及び

使用を容易にする環境を実現した。

GX Works2では，ユーザープログラムの部品化・階層

化による設計効率向上のために，MELSOFT FBライブラ

リ集を提供している（2. 3節参照）。このライブラリの利用

を促進していく上で，FB作成者ごとにフォーマットやイ

ンタフェースがそろっていないと，利用促進の妨げになる

おそれがある。この課題に対して，

①FBの基本方針

②基本ルール

③リファレンスマニュアル作成要領

について記載したFB作成要領を整備・運用し，FB品質の

均一化を実現した。

さらに，ドラッグ＆ドロップによる部品の配置など，ユ

ーザーがFBをより直感的に，簡単に使用可能とするエン

ジニアリング環境の開発を実施した。

3. 2 初心者にもわかりやすいソフトウェアの実現

初心者にもわかりやすいソフトウェアの実現（課題２）

に対する対策としては，“UI設計ガイドライン”を整備し，

設計に適用することによって，UIの統一を行い，初心者

にもわかりやすい操作性の実現を図った。アプリケーショ

ン設計者に対しては，UI設計ガイドラインを使った教育

を実施するとともに，重要な開発機能については操作性の

レビューをソフトウェア設計前に実施することによって，

上流での操作性に関する作り込みを実現した。

4．む　す　び

iQ Platform対応のシーケンサエンジニアリングソフト

ウェア“MELSOFT GX Works2”製品の特長と製品実現の

ための技術について述べた。GX Works2は，進化したUI

による操作性向上とプログラムの部品化・階層化によるプ

ログラムの可読性・再利用性向上によって，顧客のシーケ

ンサエンジニアリングコストを削減するための製品であり，

“設計効率を向上させたい”“デバッグ時間を削減したい”

“ダウンタイムを短縮したい”“大切なデータを守りたい”，

といったエンジニアリングコスト削減に向けた顧客の声に

対して，GX Works2は“快適操作”と“簡単プログラミング”

を提供する。今後は，顧客の開発工数削減のためにMEL-

SOFT FBライブラリの拡充を進めるとともに，初心者か

ら熟練者まで様々なレベルのユーザーにとって，わかりや

すく使いやすいエンジニアリング環境を提供するためのバ

ージョンアップを行っていく。
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図７．GX Works2のソフトウェア構造

GX Works2

GX Developer2 GX Configurator2 GX Simulator2

ソフトウェア共通基盤 データ
ベース
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